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ユネスコスクール&サステナブルスクール
静岡県：加盟校12 申請中３ SS１（黒字：コ参加）

・静岡市立こども園（５園）： 東豊田こども園 由比こども園
清沢こども園 久能こども園 和田島こども園

・富士市立岩松北小学校 ・静岡市立玉川中学校
・掛川市立北中学校 ・伊豆市立天城中学校
・静岡県立伊豆総合高校 ・静岡県立駿河総合高校

・静岡県立下田高等学校南伊豆分校（サステナブルスクール）
・静岡大学附属島田中学校
・学校法人星美学園静岡サレジオ小学校
・星陵中学校・高等学校 ・不二聖心女子学院高等学校

静岡県・静岡市・浜松市
市町教育委員会 +校長会

ユネスコスクール全国大会

参加又は協力いただける教育委員会
参考： 県内全市町３５（黒字：コ参加 赤字要請予定）

・静岡県 ・静岡市（政令市） ・浜松市（政令市）
・富士市 ・沼津市 ・御殿場市 ・富士宮市 ・裾野市
・清水町 ・長泉町 ・小山町 ・函南町 ・三島市
・伊東市 ・熱海市 ・下田市 ・伊豆の国市 ・伊豆市
・東伊豆町 ・河津町 ・南伊豆町 ・松崎町 ・西伊豆町

・島田市 ・焼津市 ・藤枝市 ・牧之原市 ・吉田町
・菊川市 ・御前崎市 ・川根本町
・磐田市 ・掛川市 ・袋井市 ・森町 ・湖西市

県内大学 県内企業等 県内ＮＰＯ組織

県内ユネスコスクール
南アルプスエコパーク（川根本町・静岡市）
伊豆半島ジオパーク（伊豆地方の各市町）

社会教育施設

県内国際交流協会
（県・静岡市・浜松市等）

県内ユネスコ協会
（5地域協会・1クラブ）

静岡大学

連携・協働

ＥＳＤ・国際化 ふじのくにコンソー
シアム

・ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ活動交流
・ESD・国際化の講座・研
修の実施
・学校地域協働や学社

連携、サステナブル・サ
イエンスの連携・協働

インドネシア： インドネシア教育大学、ガジャマダ大学
モンゴル ： モンゴル国立教育大学
タイ ： シーナカリンウィロート大学

・地域創生
・学校地域協働
・チーム学校

海外のESD・ユネスコ
スクール視察・交流

平成30年度版

全国・関東 ESD活動推進センター

ESDコンソーシアム愛知等
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4
月

ユネスコ活動費補助金「グローバル人材の育成に向けたＥＳＤの推進事業」（H28-H30予定）

ESD・国際化 ふじのくにコンソーシアム （ESD・国際化活動を推進・支援するふじのくにコンソーシアム）

静岡大学（教育学部）は、これまでESD・国際化活動に精力的に取組むとともに、県内学校に対してユネスコスクール加盟の相談・支援活動等を行ってき

た。今後、静岡県（ふじのくに）でESD・国際化活動を一層推進する基盤を構築していく必要があることから、地域のESD及び国際化のこれまでの成果・リソ

ースを総合的に活用し発展させて「ESD・国際化ふじのくにコンソーシアム（仮）」を組織し、3年間の事業計画を実施する。

①静岡地域に「ESD・国際化 ふじのくにコンソーシアム」を組織し、ESDと国際化をリンクさせた推進・支援活動を組織的計画的に展開する。

②ユネスコスクール・それ以外の学校、社会教育施設や大学の公開講座・各種講座等を活用して、21世紀型学習とESDを学校現場で展開する「ESD・国
際化カフェ（講座・研修）」を実施する。 その際に、PDCA（計画・実施・評価・改善）サイクルで成果と課題の検証を行う。

③本事業の実施過程及び成果・課題の検証によって、ESD・国際化の活動に取組む県内の多様なステーク・ホルダーが、実践活動・取組や課題を共

有しつつ、新たな知見を得ることによって、学校・地域協働で持続可能なネットワークと信頼関係を構築する。
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(1) 学社連携と学校地域協働の観点から、ESD・国際化の取組を企画し、試行実施する（体験活動型、宿泊学習型等）。
(2) そのために、静岡大学・生涯学部門と、社会教育施設、例えば、日本平動物園、国立中央青少年交流の家（御殿場）、焼津青少

年の家（焼津市）、三ヶ日青年の家（浜松市）、伊豆半島ジオパーク、南アルプスエコパーク等と連携・協働した活動を行う。
(3)コンソーシアムや静岡大学が主催して、ESD・国際化に関する講座等（免許更新講習、社会教育主事講習の講義）を試行する。
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(1) コンソーシアムが基盤となり、県内外のユネスコスクールの活動報告、及び情報交換等（東南アジア等含む）の場を設定する。
(2） コンソーシアムが基盤となり、地域諸機関（教委・NPO・企業等）と連携して、「ESD・国際化カフェ」（実践活動編）を実施する。
(3) 21世紀型学習やESDを学校・地域協働で推進するための活動に資する研修・講習等とする。

静岡県内を中心に大学・ユネスコ協会・NPO・企業・市町教育委員会・社会教育施設／団体
に組織・事業への参加を働きかける（平成30年度まで）

ウェブ上にホームページを立ち上げ、事業活動の
経過や多様な情報等を発信する（→平成30年度）
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